
　　　　

R8 年 2 月 9 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

季節の行事（七夕・ハロウィン・クリスマス・お正月・節分など）、防災訓練（火災・地震・不審者対応）、戸外活動（散歩・公園・図書館等公共施設の訪問など）

家族支援

定期的に現状を共通理解し、支援方法や内容について確認をする。また具体的な
取り組みについて話しあう 移行支援

具体的な移行先（学童保育）との調整、進路先などを保護者と一緒に考え
る

地域支援・地域連携

保育所、幼稚園等や、相談支援事業所、利用者の併用事業所と連携し必要に応じ
て話し合いの場を設ける 職員の質の向上

定期的な施設内研修、オンラインを含めた外部研修への積極的な参加がで
きる機会を設ける

支　援　内　容

本
人
支
援

〇基本的な生活習慣の確立
・生活リズムの安定
・来所時の健康チェック
・食事のマナーや、掃除など日常生活のスキル向上を支援

〇感覚活動
・５感を使った遊びや活動、音楽療法を通して、感覚統合を促進
〇運動支援
・身体を動かせる活動（サイコロチャレンジ・ヨガ等）運動遊び通して体力作りや筋力の強化

〇学習支援
・宿題や課題をサポートとし、学習に対するモチベーションを高める
・発達に応じた脳トレプリントを使用し、集中力を養う
〇行動支援
・トラブル時の対応や感情のコントロールができるように支援する

〇言語発達支援
・日常会話の中で、適切な言葉を使った会話ができるように支援する
・グループ活動等を通して、相手の気持ちを読み取る経験ができる機会を設ける
・気持ちを伝えたり、状況を説明できるように語彙を増やしていけるように支援する

〇集団活動での社会性向上
・チームで協力して行う活動など、協調性やリーダーシップを学び、他者との関わりを深める活動を取り入れる
・礼儀やマナー（挨拶、順番を守るなど）を学ぶ
・自分の考えだけではなく、対話や気持ちの折り合いのつけ方の方法を学ぶ

法人（事業所）理念 〇社会スキルの獲得　〇コミュニケーション能力の向上　〇学習能力の向上

支援方針

〇一人ひとりの個性、困りごとに応じた個別支援計画書を作成し、目標達成に向けて支援します
〇利用者・保護者の気持ちに寄り添いながら、家族支援を行います
〇安心した環境の中で、安全かつ楽しく過ごしていけるよう支援します

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名
児童発達支援・放課後等デイサービス
エンカレッジ・スクール２ 支援プログラム（放課後等デイサービス） 作成日


